
平成23年度

佐倉市予算（案）説明資料

―　主要事業　―

佐　倉　市



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 2 月 

佐倉市企画政策部財政課 
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(単位：千円)

23 年 度 当 初 予 算 額 22 年 度 当 初 予 算 額 増 減 額 増 減 率

一 般 会 計 ４０,４３８,０００ ４０,４９８,０００ △６０,０００ △０.１%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 １７,０６３,５６６ １６,２１３,８６７ ８４９,６９９ ５.２%

公 共 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 ２,８５０ ２,８８０ △３０ △１.０%

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ２,３０８,６９６ ２,５８３,１６８ △２７４,４７２ △１０.６%

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ２４,０４０ ２４,５１４ △４７４ △１.９%

介 護 保 険 特 別 会 計 ８,１２０,２７６ ７,９７８,４７９ １４１,７９７ １.８%

災 害 共 済 事 業 特 別 会 計 ５,３２９ ５,３４９ △２０ △０.４%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １,３００,９６５ １,２３８,２３６ ６２,７２９ ５.１%

老 人 保 健 特 別 会 計 ０ ９,９７１ △９,９７１ 皆減

計 ２８,８２５,７２２ ２８,０５６,４６４ ７６９,２５８ ２.７%

６９,２６３,７２２ ６８,５５４,４６４ ７０９,２５８ １.０%

平成２３年度　佐 倉 市 会 計 別 予 算 総 括 表 ( 案 )

会 計 名

特

別

会

計

合 計
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(単位：千円)

23 年 度 当 初 予 算 額 構 成 比 22 年 度 当 初 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

１ 市 税 ２３,６５７,９５５ ５８.５% ２４,３９５,６９７ ６０.２% △７３７,７４２ △３.０%

２ 地 方 譲 与 税 ４７７,０００ １.２% ４８８,０００ １.２% △１１,０００ △２.３%

３ 利 子 割 交 付 金 ６３,０００ ０.２% ６７,０００ ０.２% △４,０００ △６.０%

４ 配 当 割 交 付 金 １３,０００ ０.０% １４,０００ ０.０% △１,０００ △７.１%

５ 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 １１,０００ ０.０% １３,０００ ０.０% △２,０００ △１５.４%

６ 地 方 消 費 税 交 付 金 １,３５９,０００ ３.４% １,３８７,０００ ３.４% △２８,０００ △２.０%

７ ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 ４０,０００ ０.１% ４０,０００ ０.１% ０ ０.０%

８ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 １４７,０００ ０.４% １８４,０００ ０.５% △３７,０００ △２０.１%

９ 地 方 特 例 交 付 金 ３１２,０００ ０.８% ３４８,０００ ０.９% △３６,０００ △１０.３%

１０ 地 方 交 付 税 １,８５０,０００ ４.６% ２８０,０００ ０.７% １,５７０,０００ ５６０.７%

１１ 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 ３０,０００ ０.０% ３０,０００ ０.０% ０ ０.０%

１２ 分 担 金 及 び 負 担 金 ５４２,２７８ １.３% ５４６,７５３ １.４% △４,４７５ △０.８%

１３ 使 用 料 及 び 手 数 料 ５９４,０８１ １.５% ５８９,９９９ １.５% ４,０８２ ０.７%

１４ 国 庫 支 出 金 ６,２６４,３１０ １５.５% ５,５５３,４６２ １３.７% ７１０,８４８ １２.８%

１５ 県 支 出 金 ２,４７２,６５７ ６.１% ２,２４９,５６１ ５.６% ２２３,０９６ ９.９%

１６ 財 産 収 入 ３８,９６４ ０.１% ６４,８９９ ０.２% △２５,９３５ △４０.０%

１７ 寄 附 金 ７０ ０.０% ８０ ０.０% △１０ △１２.５%

１８ 繰 入 金 １２４,４０９ ０.３% １,３５５,４７４ ３.３% △１,２３１,０６５ △９０.８%

１９ 繰 越 金 １０ ０.０% １０ ０.０% ０ ０.０%

２０ 諸 収 入 １６３,１６６ ０.４% １６１,４６５ ０.４% １,７０１ １.１%

２１ 市 債 ２,２７８,１００ ５.６% ２,７２９,６００ ６.７% △４５１,５００ △１６.５%

４０,４３８,０００ １００.０% ４０,４９８,０００ １００.０% △６０,０００ △０.１%

平成２３年度　一 般 会 計 歳 入 款 別 集 計 表 （ 案 ）

款 名

歳 入 合 計
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(単位：千円)

23 年 度 当 初 予 算 額 構 成 比 22 年 度 当 初 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

１ 議 会 費 ３６９,５１２ ０.９% ３８９,３０７ １.０% △１９,７９５ △５.１%

２ 総 務 費 ５,５３７,６５２ １３.７% ５,４７０,２９１ １３.５% ６７,３６１ １.２%

３ 民 生 費 １５,８９９,１６１ ３９.３% １４,９８５,７９２ ３７.０% ９１３,３６９ ６.１%

４ 衛 生 費 ３,８７０,９５５ ９.６% ３,４５４,１３７ ８.５% ４１６,８１８ １２.１%

５ 農 林 水 産 業 費 ３６７,６８０ ０.９% ３８１,２６４ ０.９% △１３,５８４ △３.６%

６ 商 工 費 ３４８,５２７ ０.９% ４０３,９０６ １.０% △５５,３７９ △１３.７%

７ 土 木 費 ２,６０４,３０５ ６.４% ３,４９８,９４８ ８.６% △８９４,６４３ △２５.６%

８ 消 防 費 ２,５７５,３５２ ６.４% ２,５７９,５０４ ６.４% △４,１５２ △０.２%

９ 教 育 費 ４,４６１,５３２ １１.０% ４,９００,０６６ １２.１% △４３８,５３４ △８.９%

１０ 災 害 復 旧 費 ５０ ０.０% ５０ ０.０% ０ ０.０%

１１ 公 債 費 ４,３２３,２７４ １０.７% ４,３５４,７３５ １０.８% △３１,４６１ △０.７%

１２ 予 備 費 ８０,０００ ０.２% ８０,０００ ０.２% ０ ０.０%

４０,４３８,０００ １００.０% ４０,４９８,０００ １００.０% △６０,０００ △０.１%

平成２３年度　一 般 会 計 歳 出 款 別 集 計 表 （ 案 ）

款 名

歳 出 合 計
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平 成 23 年 度 当 初 予 算　主 要 事 業
一般会計 （単位千円）

款 担当部（室・局） 担当課(室） 事　　　　　業　　　　　名 予算額 頁

 2款　総務費  企画政策部 財政課 財務会計システム整備運営費 25,742 6

 総務部 情報システム課 住民情報システム再構築事業費 新規 153,800 6

 税務部 課税課 課税資料電子化推進費 6,011 7

収税課 滞納処分事務費 9,085 7

 市民部 交通防災課 循環バス運行事業費 15,764 8

交通防災課 交通不便地域対策事業費 43,706 8

自治人権推進課 自治会等活動推進費 29,426 9

自治人権推進課 地域まちづくり協議会事業費 5,693 9

自治人権推進課 西志津ふれあいセンター管理運営費 61,513 10

 資産管理経営室 資産管理経営室 庁舎維持管理費 198,482 10

 選挙管理委員会 選挙管理委員会 県議会議員選挙費 33,540 11

選挙管理委員会 市長及び市議会議員選挙費 98,485 11

 3款　民生費  福祉部 社会福祉課 西部地域福祉センター修繕事業費 新規 2,625 12

障害福祉課 障害福祉計画策定事業費 661 12

障害福祉課 地域生活支援事業費 160,892 13

高齢者福祉課 認知症地域支援推進事業費 拡大 3,043 13

 健康こども部 児童青少年課 子ども手当支給経費 拡大 3,544,669 14

子育て支援課 佐倉保育園改築事業費 33,253 14

子育て支援課 馬渡保育園改築事業費 362,690 15

 4款　衛生費 健康こども部 児童青少年課 子ども医療費助成事業費（市費拡充分） 76,166 15

健康増進課 感染症等予防事業費（任意予防接種） 新規 366,412 16

健康増進課 印旛郡市小児救急医療事業費 153,434 16

 経済環境部 環境保全課 公害防止対策事業 20,012 17

廃棄物対策課 不法投棄対策事業 拡大 11,948 17

廃棄物対策課 一般廃棄物収集運搬事業 545,398 18

 土木部 下水道課 合併浄化槽普及促進費 47,052 18
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款 担当部（室・局） 担当課(室） 事　　　　　業　　　　　名 予算額 頁

 5款 　経済環境部 農政課 耕作放棄地対策事業 10,230 19

 農林水産業費 農政課 佐倉フラワーフェスタ事業費 新規 1,993 19

 6款　商工費  経済環境部 産業振興課 企業誘致事業 137,974 20

産業振興課 緊急雇用創出事業〔観光・商業の案内及び調査事業〕 新規 10,437 20

産業振興課 観光イベント事業費 22,298 21

 7款　土木費  土木部 道路管理課 橋梁維持費 20,000 21

道路建設課 市道Ⅰ-49号線（佐倉城下町通り）整備費 100,000 22

道路建設課 ３・４・16太田・高岡線道路改良費 47,761 22

 志津霊園対策室 志津霊園対策室 勝田台・長熊線整備費 168,684 23

 都市部 公園緑地課 岩名運動公園拡張整備費 82,272 23

公園緑地課 緊急雇用創出事業〔(仮称)佐倉西部自然公園区域内整備事業〕 30,156 24

 9款　教育費  教育委員会 教育総務課 小学校施設改築・改造費 231,802 24

学務課 緊急雇用創出事業〔きめ細かな指導推進事業〕 新規 10,324 25

学務課 教科書指導書購入費 27,425 25

学務課 ふるさと雇用再生特別基金事業〔手厚い幼児教育支援事業〕 新規 22,712 26

指導課 英語・外国語活動推進事業費 拡大 51,292 26

指導課 特別支援教育推進事業費 68,204 27

美術館 美術館展示費（企画特別展） 25,712 27

特別会計

特別会計名称 担当部（室・局） 担　当　課 事　　　　　業　　　　　名 予算額 頁

 国民健康保険  市民部 健康保険課 特定健診事業費 74,571 28

 下水道事業  土木部 下水道課 汚水整備事業（公共下水道汚水整備） 97,995 28

下水道課 雨水整備事業（高野川・小竹川治水対策） 118,200 29

 介護保険  福祉部 高齢者福祉課 包括支援事業費〔地域包括支援センター運営委託〕 110,000 29

（注1）細事業が設定されている事業の事業名は細事業名を表示

（注2）事業名に〔〕のあるものは、当該表示に係る経費のみを掲載
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（単位：千円）

２款 総務費 ○ 財務会計システム整備運営費 25,742 一般財源 25,742 [事業説明] (企画政策部)

財政課

◆事業費の内訳

・ システムサポート委託料 5,750千円

・ 財務会計システム賃借料 19,992千円

（※平成22年度～28年度債務負担行為設定）

○ 住民情報システム再構築事業費 153,800 一般財源 153,800 [事業説明] (総務部)

情報システム課

◆事業費の内訳

・ 委託料 153,800千円

（住民情報システム利用サービス委託）

（※平成22年度～28年度債務負担行為設定）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

現行システムは12年以上経過する古いシステムであり、変

化するＯＡ環境や新たな事務内容に対応できなくなってい

る。

既存パソコンのOSであるWindows XPの更新や、決算統計

業務の保守終了を控え、環境変化とシステム不具合への対

応を必要とするため、新財務会計システムへの更新を行う。

現行システムは22年以上経過する古い設計のシステムで

あり、今後の大規模改修正、３市共同利用の終了に合わせ

て、総コストを低減し、事務改善効果が高く、全体の最適化

を図れる新しいシステムを再構築する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

２款 総務費 課税資料電子化推進費 6,011 一般財源 6,011 [事業説明] (税務部)

課税課

◆事業費の内訳

・ 印刷製本費 917千円

・ 住民税電子化課税資料情報処理 2,321千円

業務委託料

・ 地方税電子化協議会負担金 2,773千円

滞納処分事務費 9,085 諸収入 9,085 [事業説明] (税務部)

収税課

◆事業費の内訳

・ 鑑定手数料 1,189千円

・ インターネット公売手数料 7,371千円

・ 差押動産保管等委託料　 　  525千円

（社）地方税電子化協議会が運営する地方税ポータルシス

テム（ｅＬＴＡＸ）に加入し、公的年金にかかる支払報告書、

確定申告書等の課税資料について、ｅＬＴＡＸを通じて電子

データによる授受を行う。

差押財産をインターネットで公売する経費。

7/29



（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

２款 総務費 循環バス運行事業費 15,764 一般財源 11,764 [事業説明] (市民部)

諸収入 4,000 　　交通防災課

◆事業費の内訳

・ 修繕料 50千円

・ 循環バス運行業務委託料 15,714千円

交通不便地域対策事業費 43,706 一般財源 43,706 [事業説明] (市民部)

　　交通防災課

◆事業費の内訳

・ 公共交通活性化協議会負担金 43,706千円

交通空白地域である内郷地区における公共交通機関の

確保を目的として循環バスを運行する。また、バス停の劣化、

破損等について修繕する。

市内の公共交通の不便地域における交通手段を確保す

るため、佐倉市地域公共交通総合連携計画に基づき「佐

倉市地域公共交通活性化協議会」が実施する和田・弥富

地区のデマンド交通実証運行と交通手段の検討を行うため

の負担金を負担する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

２款 総務費 自治会等活動推進費 29,426 一般財源 29,426 [事業説明] (市民部)

　自治人権推進課

◆事業費の内訳

・ 報償費（自治会長等表彰記念品） 68千円

・ 需用費 1,026千円

（事業用消耗品・印刷製本費等）

・ 回覧板作成委託料 662千円

・ 行政関係事務連絡等業務委託料 10,170千円

・ 市民相談処理委託料 100千円

・ 原材料費 40千円

・ 庁用器具費（自治会用掲示板） 555千円

・ 自治会等自治振興交付金 16,042千円

・ 自治会・町内会等連合協議会 744千円

交付金

地域まちづくり協議会事業費 5,693 一般財源 5,693 [事業説明] (市民部)

　自治人権推進課

◆事業費の内訳

・ 謝礼金 600千円

・ 需用費 125千円

（事業用消耗品・会議用食糧費等）

・ まちづくり協議会結成時支援業務 168千円

委託料

・ 地域まちづくり協議会事業交付金 4,800千円

回覧や各種委員の推薦などの業務を自治会等に委託す

るとともに、自治会等が行う地域コミュニティの維持・形成の

ための事業、地域の美化、自主防犯活動、伝統文化の継

承等の活動を支援する。

市民協働推進の一環として、地域コミュニティ施策の充実を

図るため、原則として小学校区単位の自治会・町内会等を

中核に、市民公益活動団体等で組織する「地域まちづくり

協議会」の実施事業に対し一定の条件のもとで助成すると

ともに、同事業の理解が得られた地域から、新規設立に係

る支援を行う。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

２款 総務費 ○ 西志津ふれあいセンター管理運営費 61,513 一般財源 61,513 [事業説明] (市民部)

　自治人権推進課

◆事業費の内訳

・ 施設修繕料 700千円

・ 指定管理者業務委託料 60,813千円

庁舎維持管理費 198,482 使用料及び手数料 4,584 [事業説明]  資産管理経営室

財産収入 3,688

諸収入 994

一般財源 189,216

◆事業費の内訳

・ 消耗品費 4,087千円

・ 燃料費及び光熱水費 49,034千円

・ 庁舎修繕料 8,000千円

・ 通信費・手数料及び使用料 19,262千円

・ 庁舎管理委託料 107,500千円

・ 施設改修工事費 9,000千円

・ 原材料費及び備品購入費 1,462千円

・ 研修、協議会負担金及び謝礼金 137千円

平成23年度から指定管理者制度を導入し、指定管理者が

西志津ふれあいセンターの管理運営と併せて、併設施設

（志津図書館及び西志津市民サービスセンター）を含む建

物全体を維持管理する。

庁舎の適正かつ安全な維持管理に必要な、消耗品及び備

品の購入、事業委託、修繕、工事等を行う。庁舎を適正に

管理し、効率的な運用を行うことにより、庁舎の安全確保及

び執務環境の適正化を実現する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

２款 総務費 県議会議員選挙費 33,540 県支出金 33,540 [事業説明]  選挙管理委員会

◆事業費の内訳

・ 報酬 1,874千円

・ 職員手当等 13,755千円

・ 賃金 695千円

・ 旅費 26千円

・ 需要費 1,481千円

・ 役務費 1,791千円

・ 委託料 9,824千円

・ 使用料及び賃借料 3,305千円

・ 備品購入費 789千円

市長及び市議会議員選挙費 98,485 一般財源 98,485 [事業説明]

◆事業費の内訳

・ 報酬 1,853千円

・ 職員手当等 15,500千円

・ 賃金 372千円

・ 報償費 95千円

・ 旅費 19千円

・ 需要費 7,200千円

・ 役務費 5,121千円

・ 委託料 26,559千円

・ 使用料及び賃借料 739千円

・ 選挙運動費公費負担金 41,027千円

平成23年4月10日執行予定の千葉県議会議員一般選挙の

管理執行を適正に実施する。

平成23年4月24日執行予定の佐倉市長選挙及び佐倉市

議会議員一般選挙の管理執行を適正に実施する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

3款 民生費 ○ 西部地域福祉センター修繕事業費 2,625 一般財源 2,625 [事業説明] (福祉部)

社会福祉課

◆事業費の内訳

・ 工事請負費（施設改修工事） 2,625千円

障害福祉計画策定事業費 661 一般財源 661 [事業説明] (福祉部)

障害福祉課

◆事業費の内訳

・ 報償費（障害福祉計画策定懇話会委員謝礼） 398千円

・ 需用費（印刷製本費） 263千円

西部地域福祉センターの夏季の暑さ対策として、屋根部

分（トップライト）に遮熱コーティング（遮熱対策）工事を行う。

＊西部地域福祉センターは、ボランティア活動等、地域福

祉を推進するための活動拠点になっており、また、高齢者

の生きがいを創出するための趣味・娯楽・学習等を行う場と

なっている。

西部地域福祉センターの夏季の暑さ対策として、屋根部

分（トップライト）に遮熱コーティング（遮熱対策）工事を行う。

＊西部地域福祉センターは、ボランティア活動等、地域福

祉を推進するための活動拠点になっており、また、高齢者

の生きがいを創出するための趣味・娯楽・学習等を行う場と

なっている。

西部地域福祉センターの夏季の暑さ対策として、屋根部

分（トップライト）に遮熱コーティング（遮熱対策）工事を行う。

＊西部地域福祉センターは、ボランティア活動等、地域福

祉を推進するための活動拠点になっており、また、高齢者

の生きがいを創出するための趣味・娯楽・学習等を行う場と

なっている。

平成24年度から平成26年度を計画期間とする第3期佐倉

市障害福祉計画を策定するにあたり、障害福祉計画策定

懇話会を年4回開催する。

＊佐倉市障害福祉計画とは、障害者自立支援法第88条の

規定に基づき、国や県が示した指針に即して、障害福祉

サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制の

確保に関する計画。（3年毎に策定）

平成24年度から平成26年度を計画期間とする第3期佐倉

市障害福祉計画を策定するにあたり、障害福祉計画策定

懇話会を年4回開催する。

＊佐倉市障害福祉計画とは、障害者自立支援法第88条の

規定に基づき、国や県が示した指針に即して、障害福祉

サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制の

確保に関する計画。（3年毎に策定）
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

3款 民生費 地域生活支援事業費 160,892 国庫支出金 32,000 [事業説明] (福祉部)

県支出金 25,810 障害福祉課

分担金及び負担金 252

一般財源 102,830

◆事業費の内訳

・ 賃金（手話通訳補佐員賃金） 3,228千円

・ 報償費（障害自立支援協議会委員謝礼等） 549千円

・ 需用費（消耗品、印刷製本費等） 553千円

・ 役務費（手数料、保険料） 201千円

・ 委託料（障害者相談支援事業委託料等） 30,898千円

・ 負担金補助及び交付金 17,915千円

・ 扶助費（地域活動支援事業費等） 107,497千円

・ 公課費（自動車重量税） 51千円

　□ 認知症地域支援推進事業費 3,043 国庫支出金 3,043 [事業説明] (福祉部)

高齢者福祉課

◆事業費の内訳

・ 報償費（講師謝礼、謝礼金） 1,110千円

・ 旅費（普通旅費） 76千円

・ 需用費（消耗品費、食糧費、印刷製本費） 1,619千円

・ 役務費（通信費） 98千円

・ 委託料（データ入力委託料） 140千円

障害者自立支援法第77条の規定に基づき、障害児・者及

びその保護者等の状況に応じた柔軟な対応ができるよう必

須事業（相談支援事業、コミュニケーション支援事業、日常

生活用具給付事業、移動支援事業、地域活動支援セン

ター事業）とその他事業（移動入浴サービス事業、障害者

生活ホーム事業、盲人ホーム事業等）を行う。

高齢化の進行と同時に増加が予想される認知症患者や

家族等のケア、またその予防のために、認知症に関する知

識の普及や、地域での相談・支援体制づくりに向けた事業

を行う。

平成22年度は県より委託を受けて実施したが、平成23年

度は国の全額補助で実施する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

３款 民生費 □ 子ども手当支給経費 3,544,669 国庫支出金 2,852,756 [事業説明] (健康こども部)

県支出金 345,901 児童青少年課

一般財源 346,012

◆事業費の内訳

・ 事務補佐員賃金 4,390千円

・ 印刷製本費 2,027千円

・ システムサポート委託料 1,724千円

・ 子ども手当 3,536,444千円

・ その他の事務経費 84千円

佐倉保育園改築事業費 33,253 一般財源 33,253 [事業説明] (健康こども部)

子育て支援課

◆施設概要

・

・

・

・

・

・

◆事業費の内訳

・ 園舎賃借料 8,253千円

・ 庁用器具費 25,000千円

構造規模　軽量鉄骨造平屋建て。延床面積約1,100㎡
程度入所定員　130名を予定

開設予定　平成23年10月1日

賃貸人　　 大和リース株式会社

賃貸借期間　平成23年10月1日から平成33年9月30日
ま契約金額　165,060,000円（月額1,375,500円）

次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援するため

に、中学校修了前までの子どもについて、子ども手当を支

給する。（基本支払回） 年３回（６月、１０月、２月）

（支給額）

○平成23年４月分以降

３歳未満の子ども一人につき 月額20,000円

３歳以上中学校修了前の子ども一人につき

月額13,000円

○平成22年度分

子ども一人につき、一律月額13,000円

昭和48年に建築され老朽化の著しい佐倉保育園につい

て、保育環境を整備し児童の安全確保を図るため、近接す

る中央公民館駐車場に建替えを行う。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

３款 民生費 馬渡保育園改築事業費 362,690 県支出金 76,000 [事業説明] (健康こども部)

地方債 120,500 子育て支援課

一般財源 166,190

◆施設概要

・

・

・

◆事業費の内訳

・ 保育園改築工事 323,000千円

・ 園庭外構等整備工事 39,690千円

４款 衛生費 子ども医療費助成事業費 76,166 一般財源 76,166 [事業説明] (健康こども部)

（市費拡充分） 児童青少年課

◆事業費の内訳

・ 印刷製本費 240千円

・ 手数料 2,258千円

・ システムサポート委託料 1,407千円

・ 子ども医療費助成事業扶助費 72,261千円

構造規模　木造平屋建て。延床面積約1,080㎡程度

入所定員　90名を予定

開設予定　平成24年4月1日

　※保育園改築工事は平成22年度から23年度で継続費を設定

市の広域避難場所でもある馬渡保育園は、昭和23年に建

設された建物で、老朽化が著しいため、建替えを行うことに

より、保育環境を整備し、児童の安全確保を図るとともに、

併せて防災拠点としての施設整備を行う。

子どもの入院及び通院にかかる医療費、調剤費の保険診

療負担額に対して、その一部を佐倉市が単独で助成する。

○千葉県の子ども医療費助成対象範囲

・入院・通院 小学校３年生まで

・保護者の所得制限あり

・自己負担額300円（入院１日、通院１回あたり）

○佐倉市の子ども医療費助成対象範囲

・通院 小学校３年生まで、入院 小学校６年生まで

・保護者の所得制限なし

15/29



（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

４款 衛生費 ○ 感染症等予防事業費（任意予防接種） 366,412 県支出金 135,637 [事業説明] (健康こども部)

一般財源 230,775 健康増進課

◆事業費の内訳

・ 社会保険料 232千円

・ 事務補佐員賃金 1,608千円

・ 印刷製本費（予診票等印刷） 1,285千円

・ 予防接種委託料 363,287千円

印旛郡市小児救急医療事業費 153,434 使用料及び手数料 121,437 [事業説明] (健康こども部)

県支出金 10,000 健康増進課

諸収入 6,867

一般財源 15,130

◆事業費の内訳

・ 診療所管理者報酬 120千円

・ 医薬材料費 5,096千円

・ 小児救急診療業務委託料 120,898千円

・ 医療事務委託料 23,398千円

・ 機器賃借料 1,993千円

・ その他の管理運営に係る経費 1,929千円

国の子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の助成を

受け、中学校１年生から高校１年生を対象として子宮頸が

ん予防ワクチンの予防接種を、また生後２ヶ月から５歳未満

の乳幼児を対象としてヒブ(インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン

及び小児用肺炎球菌ワクチンの予防接種を実施する。

医療機関が休診となる休日・夜間の小児の急病に対処す

るため、佐倉市健康管理センター内に設置された小児初期

急病診療所の管理運営を行う。なお、診療業務は印旛市郡

医師会に委託し実施している。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

4款 衛生費 公害防止対策事業 20,012 一般財源 20,012 [事業説明] （経済環境部）

環境保全課

◆事業費の内訳

・ 報償費（悪臭測定時謝礼金等） 11千円

・ 旅費（特別旅費等） 94千円

・ 需用費（公害測定機器類修理用等） 741千円

・ 役務費（電話料） 110千円

・ 草刈委託料 94千円

・ 公害関係調査等委託料 15,225千円

・ 大気測定局保守管理委託料 3,707千円

・ 各種研修負担金 30千円

不法投棄対策事業 11,948 使用料及び手数料 20 [事業説明] （経済環境部）

諸収入 1,870 廃棄物対策課

一般財源 10,058

◆事業費の内訳

・ 不当行為防止指導員賃金 10,511千円

・ 旅費 10千円

・ 需用費（不法投棄禁止看板・シール等） 554千円

・ 廃棄物処理手数料 707千円

・ 土壌検査委託料 126千円

・ 庁用器具費 40千円

産業廃棄物及び残土の不法投棄を防止するための監視を

行い、不法投棄された家電運搬処理を行う。

（財団法人家電製品協会の不法投棄未然防止事業対象経

費を計上）

騒音・振動・大気汚染・水質汚濁等の調査及び公害防止

対策事業に伴う測定機器の保守点検。職員の資質向上の

ための各種研修受講等を行う。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

4款 衛生費 一般廃棄物収集運搬事業 545,398 使用料及び手数料 28,237 [事業説明] （経済環境部）

諸収入 30 廃棄物対策課

一般財源 517,131

◆事業費の内訳

・ 旅費 20千円

・ 需用費 5,923千円

　集積所用看板、ごみ分別一覧印刷等

　ごみ集積所補修費

・ 役務費（粗大ゴミ処理券販売手数料等） 3,342千円

・ 委託料

　家庭ごみ収集運搬委託料 414,647千円

　粗大ごみ収集運搬委託料 58,296千円

　その他ごみ処理の委託料 62,803千円

・ 使用料及び賃借料、備品購入費 367千円

合併浄化槽普及促進費 47,052 国庫支出金 11,056 [事業説明] (土木部)

県支出金 14,676 下水道課

一般財源 21,320

◆事業費の内訳

1 合併浄化槽設置促進パンフレット印刷

　 ・印刷製本費 95千円

2 合併浄化槽設置補助金

・窒素除去型 30,984千円

・窒素、燐除去型 2,184千円

　 ・単独浄化槽からの転換 5,040千円

　 ・汲み取り式便所からの転換 2,200千円

　 ・放流先の無い場合の設置 1,500千円

3 合併浄化槽維持管理補助金(1,000基 5,000千円

4 その他需用費等 49千円

家庭から出るごみ、粗大ごみ等を生活環境の保全上、支障

がないよう、円滑に収集運搬し、適正な処分を行う。また、

ペットボトル等、容器包装リサイクル法に基づき、ごみの減

量化・再資源化の促進を図る。

市内で公共下水道の整備が当分見込めない区域で、自

己の居住用の住宅又は、集会施設に高度処理型合併浄化

槽を設置する者に設置費用の一部を補助金として交付する。

また公共下水道使用可能区域外で、自己の居住用の住宅

において、合併浄化槽の適正な維持管理を行い、水質検

査で良好な結果を得た者に維持管理費の一部として補助

金を交付する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

５款 農林水産業費 □ 耕作放棄地対策事業 10,230 一般財源 10,230 [事業説明] （経済環境部）

農政課

◆事業費の内訳

・ 耕作放棄地対策事業補助金 10,230千円

○ 佐倉フラワーフェスタ事業費 1,993 一般財源 1,993 [事業説明] （経済環境部）

農政課

◆事業費の内訳

・ 需用費（花卉等購入費） 300千円

・ 役務費（し尿手数料） 16千円

・ 警備委託料 399千円

・ 式典等運営委託料 1,278千円

将来にわたり食料の安定供給と農業の持続的な発展を図り、

耕作放棄地の解消と農業の経営規模拡大を図るため、農

地の利用集積（賃借権）の設定をする農業者、新規就農者

及び耕作放棄地の再生事業を行う農業者に対して支援を

行う。

佐倉草ぶえの丘にて行われる、国際ヘリテージローズ会議

及びローズフェティバルに合わせて、佐倉フラワーフェスタ

事業の一事業として、市内の名産品の紹介、販売を行う物

産展を開催する。場所は、隣接する佐倉市民の森。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

６款 商工費 企業誘致事業 137,974 一般財源 137,974 [事業説明] （経済環境部）

産業振興課

◆事業費の内訳

・ 補助金（企業誘致助成金） 137,974千円

企業立地促進助成金　４社

○ 緊急雇用創出事業 10,437 県支出金 10,437 [事業説明] （経済環境部）

〔観光・商業の案内及び調査事業〕 産業振興課

◆事業費の内訳

・ 観光・商業の案内 10,437千円

       及び調査事業委託料

企業の立地促進を図るため、工業団地等に事業所等を立

地しようとする企業に対し各種の助成措置を講じることにより、

産業振興及び地元雇用の拡大を図る。また、企業の進出に

より法人市民税等の増収が期待できる。

県の緊急雇用創出事業を活用し、佐倉城址公園、武家屋

敷、旧堀田邸等の観光資源が点在している佐倉地区にお

いて、その中心部となる新町地区商店街の空き店舗を賃借

し、街中案内所兼休憩所として活用する。また街中案内所

兼休憩所を事務所としても活用し、全市域の商店街を対象

に、商店街におけるアンケート調査や各商店の実態調査を

行う。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

６款 商工費 観光イベント事業費 22,298 一般財源 22,298 [事業説明] （経済環境部）

産業振興課

◆事業費の内訳

・ チューリップまつり業務委託料 9,461千円

・ 佐倉フラワーフェスタ業務委託料 3,200千円

・ 市民さくらまつり業務委託料 1,733千円

・ チューリップ植栽事業補助金 5,354千円

・ 時代まつり交付金 2,550千円

７款 土木費 橋梁維持費 20,000 国庫支出金 11,000 [事業説明] (土木部)

一般財源 9,000 道路管理課

◆事業費の内訳

・ 谷津橋橋梁補修工事委託 20,000千円

各種イベントの開催により、佐倉市への来訪のきっかけを作

ることで交流人口を増やす。またイベントを通じて花の咲く

佐倉をＰＲすることで、イメージアップを図り、観光振興につ

なげる。

橋梁の保全のため、補修計画を策定し、計画的に補修

工事を行う。平成２３年度は、谷津橋の補修工事、橋梁点検

業務を完了させる。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

７款 土木費 市道Ⅰ－４９号線（佐倉城下町通り） 100,000 国庫支出金 38,500 [事業説明] (土木部)

整備費 一般財源 61,500 道路建設課

◆事業費の内訳

・ 工事請負費 100,000千円

　新町Ⅰ－４９号線歩道フラット化整備

　新町Ⅰ－４９号線交通信号機整備

　本町Ⅰ－４９号線歩道フラット化整備

3・4・16太田・高岡線道路改良費 47,761 国庫支出金 23,100 [事業説明] (土木部)

一般財源 24,661 道路建設課

◆事業費の内訳

・ 工事請負費 47,661千円

　太田高岡線道路改良工事

・ 委託料 100千円

平成１４年度に千葉県から移管された路線であり、単なる

道路改修ではなく、城下町としての歴史的背景や景観、地

域の利便性など多様な角度から道路整備を市民の意見を

反映させながら実施している。平成２３年度は、引続き新町

地区の電線類地中化整備工事を進めるとともに歩道フラット

化整備を実施する。

認可延長１，０５７ｍで、平成１１年度より事業に着手し用

地買は２２年度完了。平成２３年度は、道路整備を実施。完

成予定。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

７款 土木費 勝田台・長熊線整備費 168,684 財産収入 50 [事業説明] 志津霊園対策室

繰入金 124,042

一般財源 44,592

◆事業費の内訳

・ 本昌寺墓地移転代替地造成工事費相当額

152,000千円

・ 本昌寺墓地移転補償費（墓地使用者分）

12,912千円

・ 弁護士等委託料 2,153千円

・ その他の委託料、需用費、旅費等 1,619千円

(都市部)

[事業説明] 公園緑地課

岩名運動公園拡張整備事業 82,272 国庫支出金 40,000

一般財源 42,272

◆事業費の内訳

・ 工事請負費 82,000千円

・ 委託料 272千円

志津霊園関連区間の道路建設推進のため、事業用地と

なる本昌寺墓地の移転に関し、委任状提出者以外の墓地

使用者について交渉及び移転補償契約を順次進めるととも

に、本昌寺に対しては墓地移転代替地の造成工事費相当

額を工事進捗に応じて支出する。また、未買収地の取得に

ついても引き続き交渉を進める。損害の回復に関しては、

個人債務者に対する民事執行手続等の可否を検討し、状

平成１７年度から、現公園の東側隣接に約２．２ｈａの用地

を拡張し、サッカー・ラグビー等の競技ができる運動広場の

整備を進めている。また当公園で行われる各種行事の駐車

場が不足していることから、駐車場整備をあわせて行う。平

成２３年度事業は、二次造成工事として敷地造成、排水設

備、電気設備を実施予定。なお工事完了後は、駐車場の

部分開放を予定している。

志津霊園関連区間の道路建設推進のため、事業用地と

なる本昌寺墓地の移転に関し、委任状提出者以外の墓地

使用者について交渉及び移転補償契約を順次進めるととも

に、本昌寺に対しては墓地移転代替地の造成工事費相当

額を工事進捗に応じて支出する。また、未買収地の取得に

ついても引き続き交渉を進める。損害の回復に関しては、

個人債務者に対する民事執行手続等の可否を検討し、状

況により執行等に着手する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

７款 土木費 緊急雇用創出事業〔（仮称）佐倉西部 30,156 県支出金 30,156 [事業説明] (都市部)

自然公園区域内山林整備事業〕 公園緑地課

◆事業費の内訳

・ (仮称)佐倉西部自然公園区域内山林整備委託料

30,156千円

９款 教育費 小学校施設改築・改造費 231,802 国庫支出金 45,568 [事業説明] (教育委員会)

地方債 57,600 教育総務課

一般財源 128,634

◆事業費の内訳

・ 設計委託料 32,142千円

・ 工事施工監理委託料 3,969千円

・ 建物賃借料 14,588千円

・ 小学校体育館増改築工事費 172,356千円

・ 備品購入費 8,747千円

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金を活用し(仮

称)佐倉西部自然公園区域内の里山環境の荒廃、悪化を

食い止めるため間伐、伐採、下草刈り等を行う。

耐震診断により耐震改修が必要とされる建物の改築・耐

震補強を行うことで、安全・適正な学校施設及び防災機能

の確保を図り、快適な学校運営を行う。平成23年度は、昨

年度に引き続き、佐倉小学校他6校の校舎及び体育館の設

計業務委託、臼井小学校体育館改築工事等を実施する。

・校舎及び体育館の耐震補強設計業務委託

・臼井小学校体育館改築工事（22年度～23年度継続事業）

24/29



（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

９款 教育費 ○ 10,324 県支出金 10,324 (教育委員会)

[事業説明] 学務課

◆事業費の内訳

・ 社会保険料 1,194千円

・ 学校支援補助教員賃金　　　 9,130千円

教科書指導書購入費 27,425 一般財源 27,425 [事業説明] (教育委員会)

学務課

◆事業費の内訳

・ 書籍購入費 27,425千円

緊急雇用創出事業
〔きめ細かな指導推進事業〕

緊急雇用創出事業補助金を活用し、小学校3，4年生の１学

級あたりの児童数が30名を超える学級に，きめ細かな指導

教員を配置し，個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

計5名を配置する。

平成23年度から全面改訂される小学校教科書の教師用

及びその指導書、また、学級増や少人数指導用の小中学

校の教師用教科書並びに移行措置に伴う補助教材の指導

書を購入する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

９款 教育費 ○ 22,712 県支出金 22,712 [事業説明] (教育委員会)

学務課

◆事業費の内訳

・ 手厚い幼児教育支援委託料 22,712千円

□ 英語・外国語活動推進事業費 51,292 一般財源 51,292 [事業説明] (教育委員会)

指導課

◆事業費の内訳

・ 社会保険料 7,200千円

・ 英語指導助手賃金 44,092千円

ふるさと雇用再生特別基金事業
〔手厚い幼児教育支援事業〕

英語教育及び国際理解教育の充実。各中学校に1人英

語指導助手(ALT)を配置し、英会話指導、国際理解推進を

行う。また、学区の小学校にも派遣し、外国語活動を中心に

国際理解教育を行う。なお、平成23年度より、新学習指導

要領において、小学校での外国語活動が完全実施されるこ

とから、英語指導助手を1名増員している。

市立幼稚園での取り組みを、私立幼稚園でもふるさと雇

用再生特別基金事業補助金を活用し、新教育要領に対応

した新たな幼稚園教育の振興を図る。

(実施内容）

・「言葉」領域の研究における新しい幼児教育に向けた指導

（読み聞かせ、読書指導、正しい言葉の習得）

・預かり保育への指導
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

９款 教育費 特別支援教育推進事業費 68,204 一般財源 68,204 [事業説明] (教育委員会)

指導課

◆事業費の内訳

・ 心身障害児就学指導委員会委員報酬 284千円

・ 社会保険料 8,602千円

・ 特別支援教育支援員賃金 59,248千円

・ 費用弁償 15千円

・ 事業用消耗品 50千円

・ 会議用食糧費 5千円

美術館展示費(企画特別展) 25,712 一般財源 25,712 [事業説明] (教育委員会)

美術館

◆事業費の内訳

・ 展示物監視員賃金 3,320千円

・ 講師謝礼 180千円

・ 普通旅費 61千円

・ 事業用消耗品 3,106千円

・ 事業用食糧費 48千円

・ 印刷製本費 2,697千円

・ 広告料等役務費 2,387千円

・ 展示関係業務委託料 13,913千円

就学指導委員会において、障害を持つ児童・生徒につい

て適切な就学指導を行うために、医師等の専門的な意見を

聴取し、その意見を生かす。また、特別支援学級及び通常

の学級に在籍する発達障害等を持つ幼児児童生徒を支援

するために、支援員を幼小中学校に派遣し、教育的支援活

動を行うとともに、各幼小中学校の特別支援教育体制を整

備・確立する。平成23年度は、前年度から3名増員し、計34

名を配置する。

国内外の優れた作品、作家を紹介する。

本年度は、バラ展(5～6月)、平田郷陽展(7～8月)、南桂子

展(10月～11月)を実施する。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

　国民健康保険 特定健診事業費 74,571 国庫支出金 17,287 [事業説明] (市民部)

　特別会計 県支出金 17,287 健康保険課

一般財源 39,997

　８款　保健事業費

◆事業費の内訳

・ 賃金 3,057千円

・ 消耗品費 264千円

・ 印刷製本費 3,809千円

・ 通信費 4,190千円

・ システムサポート委託料 788千円

・ 健診等委託料 59,744千円

・ 国保連合会共同処理業務委託料 2,719千円

　下水道事業 汚水整備事業（公共下水道汚水整 97,995 地方債 34,800 [事業説明] (土木部)

　特別会計 備） 一般財源 63,195 下水道課

　１款

　下水道事業費

◆事業費の内訳

・ 委託料 5,650千円

・ 工事請負費 45,000千円

　　 　臼井１号枝線管渠布設工事

　志津１５号枝線管渠布設工事

　舗装復旧工事等

・ 負担金

　印旛沼流域下水道建設負担金 33,032千円

　舗装復旧負担金等 13,778千円

・ その他需用費等 535千円

内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病予防のため、高齢

者の医療の確保に関する法律により義務化されている４０

歳～７５歳未満の被保険者を対象とした特定健康診査を実

施する。

印旛沼をはじめとする公共用水域の水質汚濁防止と市民

生活の環境改善を図るため、公共下水道（汚水）の整備を

行う。
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（単位：千円）

平成23年度　当初予算　主要事業説明書

事　　業　　名
担当課

○印：新規事業　□印：拡大事業
款 事業費 財 源 内 訳 説　　　　　明

　下水道事業 雨水整備費（高野川・小竹川治水 118,200 負担金 42,079 [事業説明] (土木部)

　特別会計 対策） 一般財源 76,121 下水道課

　１款

　下水道事業費

◆事業費の内訳

・ 高野川上流排水路整備工事 11,700千円

（継続費）

・ 委託料 1,200千円

介護保険特別会計 包括支援事業費 110,000 国庫支出金 44,000 [事業説明] (福祉部)

3款 地域支援事業費 〔地域包括支援センター業務運営委託料〕 県支出金 22,000 高齢者福祉課

繰入金 22,000

一般財源 22,000

◆事業費の内訳

・ 地域包括支援センター 110,000千円

　　業務運営委託料

佐倉市と八千代市で設置している高野川及び小竹川対

策協議会において、高野川上流排水路の整備促進を図り、

降水による宅地の浸水及び道路の冠水を防止する。

佐倉市負担率 ６４．４％

平成22年度に引き続き、地域包括支援センターを市内高

齢者日常生活圏域ごとに5ヶ所設置して、その運営を社会

福祉法人に委託する。

＊全てのセンターに保健師（看護師）・社会福祉士・主任介

護支援専門員及び介護予防支援専門員が配置され、相談

や介護予防など地域の高齢者やその家族等への包括的な

支援を行っている。

平成22年度に引き続き、地域包括支援センターを市内高

齢者日常生活圏域ごとに5ヶ所設置して、その運営を社会

福祉法人に委託する。

＊全てのセンターに保健師（看護師）・社会福祉士・主任介

護支援専門員が配置され、相談や介護予防など地域の高

齢者やその家族等への包括的な支援を行っている。
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